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所イT発

を
最
後
と
し
て
、
高
校
生
は
す
べ
て
奨
学
金

貸
与
事
業
に
移
行
す
る
。

小
・
中
奨
学
生
の
推
移
を
み
る
と
、
い
ず

れ
も
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
特
に
、

小
学
生
の
減
少
が
大
き
い
。
こ
の
要
因
と
し

て
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
救
助
体
制
の
整
備
強
化
も
あ
る
が
、

漁
船
装
備
の
近
代
化
の
進
展
の
中
で
救
命
具

の
発
達
等
に
よ
り
、
死
亡
を
伴
う
海
難
事
故

が
減
少
し
て
き
た
と
い
う
明
る
い
動
向
が
み

O
小

学

生

一

、

二
二
一

人

ら

れ

る

。

し

か

し

、

本

会

へ

提

出

さ

れ

る
父

O
中

学

生

一
、
二
二
四

人

親

の

事

故

証

明

か

ら

う

か

が

え

る

こ

と
は
、

O

（高
校
生

二
六
人
）

特
に
、
海
中
転
落
事
故
の
防
止
等
安
全
対
策

に
対
し
、
小
学
生
月
額

一
人

一
、

0
0
0円
、
の

一一
層
の
強
化
が
望
ま
れ
る
。

中
学
生

一
、
五

O
O円、

高
校
生
二
、
0
0

②

漁
業
従
事
者
の
年
齢
構
成
の
高
ま
り

O
円
の
学
資
給
与
金
を
、
総
額
三
六
、

O
四
を
反
映
し
て
、
残
さ
れ
た
子
弟
が
小
学
生
よ

九、

0
0
0円
給
与
し
た
。
こ
こ
に
高
校
生
り
中
学
生
に
比
重
が
移

っ
て
い

る
と
推
定
さ

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
事
業
に
残
っ
た
最
れ
る
。

後
の
定
時
制
高
校
四
年
生
で
、
こ
れ
ら
の
者
③

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、
第
八
年
度
を

迎
え
た
。
こ
の
間
、
漁
協
系
統
始
め
多
く
の

人
々
の
善
意
が
、
五
千
人
を
超
、
え
る
遺
児
奨

学
生
を
励
ま
し
て
き
た
。

育
英
会
事
業
に
は
、

小
学
生
・
中
学
生
を

対
象
に
し
た
学
資
給
与
事
業
と
、
高
校
生
を

対
象
と
す
る
奨
学
金
貸
与
事
業
の
二
つ
の
事

業
が
あ
る
。

。
学
資
給
与
事
業

よだ
A
Q

一
A英＝民

同( 1 ) 

第
二
期
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
の
募
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
大
な
御
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
期
募
金
運
動
は
、
昭
和
四
十

九
年
度
か
ら
＝
一
ヵ
年
で
目
標
額
五
億

円
を
達
成
す
る
と
い
う
系
統
の
大
き

な
運
動
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
成
果

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

四
十
九
年
度
九
八
、
八
四
五
千
円

五
十
年
度

一
億
七
七
、
二
六

一
千
円

五
十

一
年
度一

億
六
O
、
四

一
七
千
円

四
億
三
六
、
五
二
三
千
円

系統募金のお礼と実績報告ム、
ロ

言十

世
帯
あ
た
り
子
供
数
が

一
般
的
傾

各
都
道
府
県
に
お
か
れ
て
は
、

一
部
に
は

募
金
運
動
の
開
始
が
お
く
れ
最
終
年
度
ま
で

に
自
県
の
目
標
に
達
成
で
き
な
か
っ
た
県
も

あ
り
ま
す
が
、
目
標
を
オ
ー
バ
ー
し
た
府
県

も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
育
英
基
金
も
当

面
目
標
の
十

一
億
円
に
、
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
、
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
運
動
は
、
遺
児
や
遺

族
を
励
ま
す
こ
と
を
通
し
て
、
現
に
漁
業
に

従
事
し
て
い
る
者
の
生
命
の
安
全
、
け
が
の

な
い
操
業
の
安
全
意
識
を
高
め
て
お
り
、
系

統
運
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
今
後
も
永
続
し

て
行
く
と
い
う
、
本
質
的
評
価
が
な
さ
れ
て

い
る
県
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

よ
ろ
し
く
御
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

向
と
同
様
少
な
く
な
っ
て
い

る
。

等
の
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
小
学
校
新
入
生
（
年
度
の
第

一
回

奨
学
生
願
書
提
出
者
の
み
。
）

に
は
、

一
人
二
、

0
0
0円
の
入
学
祝
金
を
贈
呈
し
た
が
、
こ

れ
ま
で

一
O
O人
を
超
、
え
て
い
た
新
入
生
が
、

五
0
年
度
八

一
人
、
五
十

一
年
度
四
二
人
と

急
速
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

。
奨
学
金
貸
与
事
業

こ
の
事
業
は
、
高
校
生
（
水
高
専
攻
科
含

む
。）
に
対
し
、
月
額
三
、
0
0
0円
の
奨
学

金
を
貸
与
す
る
事
業
で
あ
る
。

五
十

一
年
度
は
、
四
五
三
人
に
対
し
総
額

二
ハ
、
三

O
八
千
円
を
貸
与
し
た
。

本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
進
学
率
か
ら
推

定
し
て
、
毎
年
の
中
学
卒
業
奨
学
生
の
う
ち

三
五

O
人
程
度
は
高
校
へ
進
学
し
て
い
る
と

考
え
事
業
計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
五
十

一

年
度
進
学
者
も
前
年
度
と
大
差
な
い

一
五
三

人
の
貸
与
希
望
者
に
と
ど
ま
り
、
事
業
が
軌

道
に
乗
っ
た
と
い
、
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ

の
原
因
を
き
く
っ
て
み
る
と
、
事
業
の
周
知

の
問
題
も
あ
る
が
、
①
貸
与
金
の
額
が
少
な

い
。
②
返
還
が
め
ん
ど
う
だ
。
③
借
金
は
し

た
く
な
い
。
等
の
理
由
に
集
中
す
る
。
こ
の

反
面
、
大
学

・
短
大
・
各
種
学
校
へ
進
学
し

た
場
合
も
貸
与
し
て
ほ
し
い
。
も
う
少
し
貸

与
金
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。
等
の
強
い
希
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

。
五
十
一
年
度
卒
業
者
の
進
路

こ
の
春
三
月
、
中
学
奨
学
生
四
三
九
人
、

高
校
奨
学
生
一
五
六
人
が
、
め
で
た
く
卒
業

し
た
。
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
ま
だ
未

報
告
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
中
間
報
告

帯
事
事
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
等
の

i
i
i
H

P
3
3帯
3
3雇
用
促
進
制
度
の
強
化

3
3
3申

刺

労
働
省
は
、
五
十
二
年
度
か
ら
「
母
子
家

庭
の
母
等
の
求
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練
と

就
職
促
進
の
強
化
策
」
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

＠
職
業
訓
練
手
当
の
支
給

五
十
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
就
職
促
進

策
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
方
が
就
職
の

た
め
の
技
能
の
習
得
を
容
易
に
す
る
た
め
、

職
業
訓
練
を
受
け
る
場
合
に
職
業
訓
練
手
当

（五
十
二
年
度
平
均
月
額
約
六
八
千
円
）
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
訓
練
期
間
中
の
生
活

を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

現
在
、
国
や
都
道
府
県
が
設
け
て
い
る
職

業
訓
練
校
は
、
全
国
に
約
四
二
O
校
あ
り
、

受
講
料
は
無
料
で
す
。
訓
練
期
間
は
、
お
お

む
ね
六
ヵ
月
か
ら

一
年
で
、
職
種
は
約
七

0

種
類
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
婦
人
の
受
講

種
類
は
、
洋
裁
、
和
文
タ
イ
プ
、
美
容
、
事

務
、
縫
製
等
の
訓
練
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
う
し
た
職
種
の
み
で
な

く
、
多
く
の
職
種
の
訓
練
を
受
講
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

受
講
じ
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
へ

行
け
ば
、
本
人
の
希
望
、
適
正
、

地
域
の
実

情
を
考
慮
し
て
、
訓
練
コ

l
ス
を
選
ぶ
よ
う

指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
が
終
了
す
る
と

身
に

つ
け
た
技
術
を
生
か
す
職
場
へ
就
職
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
く
れ
ま
す
。

＠
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
の
新
設

短
期
間
に
内
職
な
ど
に
役
立
つ
技
術
の
習

得
を
め
ざ
す
お
母
さ
ん
方
に
、

一
ヵ
月
か
ら

三
ヵ
月
で
、
和
裁
、
洋
裁
等
の
内
職
技
術
を

習
得
し
て
も
ら
い
、
仕
事
の
あ
っ
せ
ん
を
す

る
機
関
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
機
関
は
本
年

度
は
全
国
で
一ニ
ヵ
所
新
設
さ
れ
る
の
み
で
、

今
後
の
拡
大
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
全
国
に
四
八
ヵ
所
内
職
相
談
セ
ン

タ
ー
（
三
十
年
度
発
足
、
都
道
府
県
設
置
）
が

あ
り
ま
す
。
新
設
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
相
談
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
拡
大
改
組
し
た
も
の
で
す
。

本
会
は
、
本
年
三
月

一
日
現
在
で
全
国
の

漁
船
海
難
遺
児
奨
学
生
世
帯
約
二
干
の
う
ち

か
ら
四
分
の

一
を
抽
出
し
て
、
生
活
実
態
調

査
を
お
願
い
し
、
現
在
集
計
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
調
査
の
回
答
を
み
ま
す
と
、
お

母
さ
ん
方
が
生
活
の
た
め
、
就
職
や
内
職
の

こ
と
等
で
い
ろ
い
ろ
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
労
働
省
も
注
目
し
て
お
り
、

ま
た
、
お
母
さ
ん
方
が
も
っ
と
遠
慮
な
く
、

職
業
安
定
所
を
お
と
ず
れ
利
用
し
て
ほ
し
い

と
い

っ
て
お
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
新
し
い
施
策
も
、
漁
村
地
帯

に
も
機
能
の
及
ぶ
き
め
の
こ
ま
か
い
施
策
を

望
み
た
い
も
の
で
す
。

で
お
り
、
産
業
別
分
布
を
み
る
に
は
十
分
で

な
い
が
、
漁
業
に
は
四
人
就
業
し
た
。
今
日

の
雇
用
状
勢
か
ら
考
え
、
就
職
が
決
定
し
て

報
告
提
出
者
二
九
六
人
の
動
向
で
み
る
と
、
い
な
い
者
が
や
や
多
い
点
が
気
が
か
り
で
あ
る
。

高
校
、
高
専
へ
の
進
学
者
は
二
五
一
人
、
八
漁
業
就
業
は
、
中

・
高
卒
業
者
を
合
わ
せ

四
%
の
進
学
率
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
看
護

一
二
人
で
、
例
年
よ
り
や
や
多
い
。
こ
れ
ら

学
校

一
人
、
職
業
訓
練
校

一
二
人
が
そ
れ
ぞ
の
者
が
、
今
後
の
我
が
国
漁
業
近
代
化
の
担

れ
進
学
し
た
。
就
職
者
は
三
二
人
で
あ
っ
た
。
手
と
し
て
、
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

就
職
先
は
各
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
漁
し
て
い
る
。

業
に
は
八
人
が
就
業
し
て
お
り
、
産
業
別
で
な
お
、
進
学
先
を
み
る
と
、
国
立
大
学
で

は
最
も
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。

は

九
州
大
学
、
佐
賀
大
、
高
知
大
、
島
根
大
、

公
立
で
は
松
山
農
科
大
、
金
沢
美
大
、
私
立

は
法
政
大
、
東
北
福
祉
大
等
及
ぴ
女
子
短
大

等
で
あ
っ
た
。

今
年
も
例
年
の
よ
う
に
、
就
職
、
進
学
で

東
京
及
び
周
辺
県
に
出
て
き
て
お
ら
れ
る
者

が
み
ら
れ
る
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
お
り
を
み
て

内
神
田
の
本
会
事
務
局
へ
、
顔
を
見
せ
て
下

さ
い
。
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
れ
ば
、
育
英

会
だ
よ
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
度
の
漁
船
海
難
遺
児
奨
学

生
に
対
す
る
学
資
給
与
事
業
の
実
施
に
あ
た

り
、
日
本
自
転
車
振
興
会
か
ら
前
年
度
に
引

続
き
「
青
少
年
の
育
英

l
i
l－
－

t

補
助
事
業
」
補
助
金
と

公

し
て
、
一
八
、

O
二
四
、

I
l
l
i－
－

五

O
O円
（
事
業
費
の
二
分
の
こ
の
交
付

を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
会
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ

で
あ
る
。

〈
中
学
卒
業
者
の
進
路
状
況
〉

〈
高
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
〉

奨
学
金
貸
与
奨
学
生
一
三

O
入
、
学
資
給

与
奨
学
生
二
六
人
が
卒
業
し
た
。
こ
の
う
ち

進
路
報
告
提
出
者
八
七
人
に
つ
い
て
、
そ
の

状
況
を
み
る
と
、
就
職
六
二
人
、
進
学
二
五

人
で
あ
る
。

し
か
し
、
就
職
者
の
中
に
は
就
職
予
定
（
就

職
先
未
決
定
）
と
す
る
も
の

一
八
人
を
含
ん

グ
石
川
県
海
洋
少
年
団

ま
ご
こ
ろ
の
募
金
運
動
。

県
下
の
海
洋
少
年
団
は
、
金
沢
、
七
尾

金沢海洋少年団街頭募金

れ
、
公
益
の
増
進
に
至
大
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
こ
こ
に
こ
の
旨
を
公
告
し
、
あ

I
l
l
t

わ
せ
て
日
本
自
転
車
振
興

土

同

会

の

御

好

意

に

対

し

て

深

｜

｜

｜

謝

い

た

L
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
五
月

財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

理

事

長

鈴

木

善

幸

姫
、
小
木
等
六
団
が
あ
り
、
奉
仕
活
動
と
し

て
毎
年
募
金
活
動
を
実
施
し
で
い
る
。
こ
の

運
動
の
歴
史
は
、
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
設

立
と
閉
じ
年
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
、
．
姫
海

洋
少
年
団
の
活
動
を
最
初
と
し
、
他
の
団
も

一一

・
三
年
の
間
に
活
動
を
開
始
し
た
。
募
金

笑
績
は
、
第
二
期
系
統
募
金
運
動
期
間
だ
け

で
み
て
も
四
四
四
、
五
一
一

円
に
の
ぼ
る
。

あ
る
団
長
が
街
頭
に
出
る
前
に
団
員
に
の

べ
た
次
の
言
葉
は
、
い
つ
ま
で
も
印
象
に
残

る
。
「
募
金
は
、
物
も
ら
い
で
は
な
い
。
堂

々
と
胸
を
張
っ
て
、
海
洋
少
年
団
の
誇
り
を

失
わ
な
い
よ
う
に
l
l
l。」

海
を
愛
す
る
団
員
達
の
き
わ
や
か
な
呼
び

か
け
は
、
海
難
遺
児
を
励
ま
し
、
街
行
く
人

々
の
心
に
、
明
る
く
、
暖
か
く
刻
み
こ
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

（石
川
県
漁
連
指
導
課

長
安
）



三 都道府県別奨学生数 三 方なた手 いそた読； た 私 す い あ
（昭和52年 3月末現在） たじも）どうれ」 んん社 とおれたり 文 文

ちこのはうこををでに会お手そのが集
都東京

集
学資給与奨学生 奨学金貸 51年度第 4回新規採用者

県 r, 合計
にや ） 、ふと聞お文ん科な 紙 う は と 一一、 だ

小学生 中学生 高校生 5十 与奨学生 小学生 中学生 高（貸校与生） 合計 き 、少私うでいく集ののじにだ十うだ 小八

北海道 209 226 11 446 52 498 13 6 19 し小なのいすでつ「浅時五書つ ー ごっ 五 王

青 華主 121 113 1 235 39 274 2 3 5 
あ学いきた 。私てだ 先見、ノいた月ざこ 鈴喜＝子

王山王 手 100 101 I 202 38 240 3 2 5 
げ生けもし たいつ 漁四て私五いし
てでどちま ちたこ生業であを日まて

宮 城 75 82 157 22 179 2 2 4 くお 、でし がだしがをすつゆなしも 木竺 を も

秋 /]l 4 9 13 3 16 だ父私すた 住いて 、や 。fこ るのた ら ii:1-C 勺
/I、

ん L、
山 責5 34 28 62 22 84 2 2 さきた 。五 所たもきっ 鎌しに 。し、 み一

福 島 40 40 80 11 91 6 7 いんち〔 O をそらよて 田て今文た T で た

2五 城 13 23 2 38 7 45 。がの 母 O きうい年ク さく 日集か づ＝／．」＼ー
千 1睦 34 15 I 50 8 58 い年が円 いでた新ラ んだまがつ ノ、 同た

栃 木 1 1 なとく（ たすか聞ス はさでとた ほ
‘ー

東 庁、 6 5 11 11 いおれ切 と つをの いわど」
。

神 奈 川 7 13 1 21 7 28 2 1 3 

新 潟 32 28 1 61 8 69 2 1 3 と んりかはたの

Lll 15 12 27 3 40 
425 歌本 1主た＠にこににんかく下私

JIJ 20 25 1 46 8 54 
静我 強残海海

国
を会児 」 しのもいし魚さ北の

はくりにに 編奨育は文ま本かけやがんでお
井 4 5 9 3 12 民祈 生し眠生 集学 英 、集しはんなすといすば

静 岡 23 33 I 57 19 76 焼 らき遺れき し生会昭 「た しくべれま 。あ

愛 知 12 13 25 4 29 竜津 んよ児し た及設和だ 。みゃ なきるす海ち
重 18 24 42 10 52 4 1 5 王市 とに 一び立五っ さんすつだけ 。にや

l滋 賀 丸本 今わ 六お五十こよなるたとどい 出 ん

庁、 者日 1 I 2 2 4 
町 日だ 九母周年しうにべみ思 、かてがー もつ

大 阪 4 2 6 6 i寸L ノ、 頁き年十てなかきないとやいい
｜ まみ

兵 庫 20 23 43 17 60 五 た の のんを月もらしでさまつはるる

和歌山 11 9 20 6 26 村 ｜ 文の記 ら 。て すんすてた人の

ι鳥 取 21 15 36 6 42 集作念漁い あ 。グ〉 。い てがは

で文し船た げ お魚、る 、近
島 根 23 21 44 12 56 1 1 

岡 山 5 I 6 3 9 猛 すやて海か る 父を人そ所青
。詩 、難つ 、P

き取にのに森
広 砧 3 5 8 2 JO 

」

山 ロ 49 47 96 20 116 2 1 3 
日 二 分送 十= い窓便漁けまお点取 せ 内 す 学

香 JIJ 12 11 23 14 37 2 1 3 付月第 （ 金第資図 。口 局協取しらやらし訳の貸 時 。
徳 島 13 21 34 11 45 けま 二 囲内ー給 での窓ったれ 、れ まけで与金 おり
愛 媛 25 24 4 53 13 66 3 3 でで回月訳回与昭 た方ロてらなまたすを
高 知 40 33 73 13 86 採の送新け送金和 しはへお 、いだ 金 。 、御のお 質
福 岡 22 26 48 5 53 用 三 金規 四 金に五 かそ 、ら漁場 受額 も五質こ母

福岡県有明海 にカ｜｜採；月 II つ十 めれ銀れ協合けにし十問と さ 間
佐賀県玄海 12 7 19 19 2 3 な月九用か 五い ー てぞ行るかが取不

、
ーの でん

佐賀県有明海 つ分月者ら十て年 下れ・方 らあっ審受年多 、か

お
長 崎 118 110 2 230 33 263 1 1 2 fこ 。九含九 一 度 きの郵は受りてなけ度いおら

大 分 15 14 29 1 30 3 I 4 奨た日む月年 に送電学
悠l=l 

学 だ 、J ま六 つ金話資
熊 本 10 5 15 3 18 

生し十 で月 ノグ、＼ い期を給 え
宮 崎 16 21 37 3 40 

鹿児島 32 33 65 14 79 2 1 4 
、月 の 三 ， ,, 、、 ， て日も与

は七か 六 O おとら金
i中 縄 2 2 2 、月ら カ日 知そいや
メ口入 計 1,221 1,224 26 2,471 453 2,924 52 23 1 76 七 一 十 月

、
らのま奨

四めの こ 学 第奨 学ら 二 し、 分 学だ二 月

止固とこ点ゅのす:J！生一学昭

資六・第て図 生し年第か

九たお 2 数回生和 給月高 一 、一 三 ら

人くりな 周 はか採五 与金 ま 三 回 Bt1 
I/ 

は十月回十
、卒で 、ら用十 で ） 送金 平日 、月か 送 二

高業すり す第願 ー と σ3σ〉 五 十 ー ら金月

校き 。ま で三書年 同 三 み｜｜ 十 月日 三 ｜｜ま

生れま守~ のが与奨奨 （ ま六与入学学は終きに回の度 じ カ 、型度 一 終送の度月み 一 回カ ー 十 か付月十で

ーたた。者あ奨学学五しし人奨、生資上回た本ま受も で月四 年了金送かまで日送月月 二 第 ら けまこの

五奨 J こをつ 学生 生十たたが学高 五 給表にと紙でけ年
て宅空か

度しで金らです付金分か年四 三 でで月六

六学」の減た生 二 数 二 が 。新生校 二 与右採おでに付四 奨て五はのの 。けは 。ら二 回 月採の六カ

人生の内じの 二 人は年つ し 一 生人奨側用りお採け回 第九ら 学お十 、継採し採五た 三 月送 ま用 三 日月
では 7 訳総で人、、 三 て 〈人の 、学のきで知用をに 日 グ〉

貸り 一 第続用た用十だ月 二 金 て。にカ 、分

あ、 tミは数、の奨学月 採 、奨中生 と れすらさしわ 一以回 四、 是継続正 与金 ま年 三 奨者が奨二しま十｜｜ のな月昭

。中 三 上 二 こ辞学資末年 用合学学でおたがせれまた す度回学とつ学年、で 三 昭 六つ 分和

ま学月の、れ退金給 ）度 き計金二はり人 したしつ 降月（ 。分目生前て生一第の日和 カた 。五

す生に表九ら者貸与の末 れ七貸 三 小 、数最て奨たて はか高 べコ はのへ年十の月四 三 、五 月奨た十
。 、

〔 〔 〔 ※ ※ 申月前の系び

マママママママ岡田沼マ富森知県マ 三 海住県理 二 人県典取道ま 一 一 一 一 し問号御統 一 第

i中宮鳥徳島 佐茨熊県県船福山県県マ高 月 道 ー マ事 月 氏 （ 返県マす 月 、御 、 、笑上にに協並般 二

縄城取 賀城本ママ具井県ママ熊知 〕 氏兵長 〕 杜漁し （ 鹿協 〕 含 漁 芳 合 一 漁績げおつカび寄期

県県県県県県県鹿山部県マ愛静本県 夫庫 葬徳 ） 泊児議 む 協 名一 般ー 協 まけづをに附漁

長青千東玄佐山島県 ）宮 都県県 マ愛 大 香マ均千典産静漁県 （宮 統 敬七 一 附六統和。御昭た般と海

崎森葉京海賀口県ママ城府ママ長媛阪 典岩氏葉返有岡協マ以崎 募 称七 六金 O 募五 芳和だ個し難

県県県都）県県マ岩石県マ神兵崎県府 返手 ） 県し限県組広下県 金 略、 、 、金十 名五き人て遺

マママママ （ マ愛手 川 （ 静奈庫県 ママ し県マ （）会 マ合島協漁 （） 三 九 四 ー を十まの、児

山長長青静有宮知県県斉岡川県マ静京 ）マ 和放マ社和長県議船 系 九 七 一 年 掲二し皆次育

日崎崎森岡明城県ママ藤県県マ鹿岡都 マ石歌送 三 乗歌賀マ会海 統 二 五 六 度 け‘年た様の英

県県県県県 ） 県マ広島新民 ママ 千児島 県府 山川山批重組山須育 園各 難 扱 、 、 、 、一。 か と 資

マママママママ大 潟夫和青葉 ママ 形県県評県員県井森）遺 い 六 七 八 厚月こらお金

石北福山広島 静岩分県県氏歌森県県鹿静 県 （マ 懇 井マ直県マ児 寄 0 七 三 くかこ、り募

111海岡口 岡手県マ マ気山県ママ児島 岡 マ宮 沖談 原鳥氏マ北を 附 九 七 二 御らに多漁金

県道県県県県県 毒事秋仙県マ青愛 県 北崎縄会 武取香鳥海励 金 円 円 円 礼 三 、額協 及

出で 奨 だは ー れ r-、 ，－－、 r園、

しす学ない六の 三 ま皆 母マ い 社マ 三 槽産児合岬 船（漁国 ニ 船職・金部経マ洋整箱釧セ屋室 ・ マ ーニ マ マ

てが金おた四草月し様 ＊ 堂全か（ 水 月 所庁マ士漁員全連海 月 保 員工沢 ・理水家画事（路ン冷 ・大漁 月、 島茨

下おの 、皆% ー た変お 編 香国漁代産 〕 職真田両船組日 気苔 〕 険マ場油石第産 務 二 泊タ凍大船済 〕ー 根城

きく領収 卒様のに日が 2長 典協漁業同 協表大 員 珠弘 船合海仙貝 中水部槽巻 ー 庁佐局個槽 l工原被連 鍛 県県
いれ 業に回願お現在 、わ 後 返 募 取学 ママ 研威荷員台員第 根沼類マ央産 ・所油部南藤職）所 ・場支油役マ 寄 ママ

。て書 後手収 第 i記 し 金 締 中水究雄 組五室冷漁全会庁九・槽計西幹 員マ 各油・所槽職全 附 神千
お等の 率いで四 箱役校有部産所マ A組口 合寿 支凍 業 漁（日州大所算海児 マ 水職質八・所 員漁 者 奈葉

りの進おで主主学生 号り カ、 マ塑辛枝 マ 西志謙庁職全 ） ・々部 工協連募本海阪 諜区マ全産員研 戸宮 ・ V 連 川県

ま提路札しし を主
え

石 熊村マ次東員日マ大丸 ・場同東金海苔海鹿募水水日庁マ究池古境全塩 県マ

す出報申たた おん
て

川 沢清全郎海マ海海原船 三 職組北箱区流苔児金研産海瀬全所槽冷港漁釜 福

町が告 L a 生査活量調 t帯佐と か
富マ海俊 水 （区全 千洋町員重員合支）水通流島箱職庁千戸漁 ・所凍油連冷 肉

で、や上御 ど 。 ＊ 
｜美福井｛呆 運マ振香水漁葉画漁 ー 県マ連所 研セ通冷 員 漁葉内連東 工槽海凍 県

K 、少、げ協 のけ少し 子 株日興典研連支家船同遠漁合職 職 ン セ凍経マ船支海設京海場所苔工 （ 

早数学まカ 四し 式本株返職長部佐労 ・洋船会 員 員タン工理全研部漁置支苔 ・ ・海場 有

T くの資すい 分まお 以 （会遠 式し 員 崎マ藤働室漁同ママ マ lタ場第漁室究マ業募所海名監藻職 明
提入金。た のすく 上御社洋会 ） 油水幹組戸船盟全全 漁各｜ ・一 連 海調金・藻古事部員 ） 

、 。




